
編集後記：最近，東アジアを南北方向に移動する旅行

や長期滞在の機会があった．そこでは気象に対する

人々の感性や振る舞い，したがって予報サービスに対

するニーズや形態も大いに異なっていること，もう一

つは，日本への関心が高く，また支援の期待が大きい

ことを感じさせられた．

例えば，モンゴルでは，夏季の雨は良い牧草が育つ

天の恵みであるが，冬季の低温の継続は家畜に餌や水

が十分に供給できず，ゾド（Zud）とよばれる被害を与

える．また，春季の風は砂嵐を起こし，羊毛の品質劣

化や視界を遮るため放牧に支障を来たす．したがって，

最低気温や風に関する予報への関心は高く，また，地

球温暖化による砂漠化も大きな懸念である．一方，南

のビエンチャン（ラオス）まで下がると雨季と乾季が

あり，強雨による冠水の道路をバイクの乗り手は両足

をあげ，水しぶきをあげながら，（楽しそうに？）走っ

ているように見える．雨が止めばあっという間にメコ

ン川に排水される．都市部では日々の雨の予報はさほ

ど重要ではなさそうだが，少なくとも空の玄関ビエン

チャン国際空港周辺では，航空機の安全運航にとって

気象レーダーによる監視や短時間予測などは重要であ

る．さらにバンコクまで南下すると台風監視や進路予

測が重要となる．

幾つかの途上国の気象機関で目にしたものは，権威

のある数値予報センターの結果を複合的に利用した主

観的な予報技術である．これだとシノプチックな擾乱

の予想は先進国並には可能であるが，いわゆる木目細

かな予報には限界がある．近年，これらの国で求めら

れているのは，先進国では当たり前となっている数値

予報の客観的な成果を，国情に合わせて導入すること

である．

中緯度偏西風帯に位置する日本で培われた価値観や

予報技術を玉条的に南北の途上国に適用するのは間違

いだし，種々の工夫が必要である．一方，こうしたハー

ドおよびソフト両面の支援は，関係国における観測や

予測技術などの向上のみならず，グローバル規模での

信頼性の高い観測データの提供を可能とし，翻って日

本に対する信頼が高まる．

来年は気象学会創立125周年の節目を迎える．現代に

生きる私達は「気象」という言葉に何らの違和感も抱

かないが，元はといえば，日本が開国に際して雇った

英国人技師の用いたmeteorologicalの和訳だそうで

ある．今でも気象サービスや研究の動向を見るとき，

また，世の中の動きを見るときでも，ともすれば欧米

に眼が行きがちである．東西方向の視点とでも言えよ

うか．これを機に南北社会を含むより広い世界をにら

んで仕事をしたいものだ． (古川武彦)
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